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峡南地域の伝統工芸

和紙
戦国時代に生まれ、武田信玄が
「運上紙」と認めた歴史がある。
繊維中の不純物が少ないため独特
のニジミと墨色の深みが生まれる。

印章
文久年間(1861～63年)に水晶印の
篆刻から始まったといわれ、山梨
県の印章の生産量は全国一を誇る。

拓本
石碑などの表面に彫られた文字や
図像を、紙と墨を用いて写し取っ
たもので、地域の伝統産業「和
紙」や「書道」の文化とも密接に
結びついた画期的な技術である。

すずり

硯
永仁5年(1297年)に雨畑川の河原
で蒼黒の一石が発見されたことが
発祥と伝えられている。雨畑真石
という希少な原石から作られ、細
かな凹凸(鋒鋩)と高硬度が特徴。
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～受け継がれる匠の技～
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などに
最適!!
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